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熱QCD/QEDの 温度 ・密度に依存する相構造や相転移 の研 究は理論 ・実験 の両面か ら重

要である。 ここでは、解析的分析 が可能 で、かつ先行す る多 くの分析結果 と比較検討 が可

能なDyson-Schwinger(DS)方 程式による処方 を用いてカイ ラル対称性(フ ェル ミオ ンの質

量 と関係する)の 破れ と回復の機構について調べ る。

研究方法 ・計算方法

まず、遅延伝播 関数の極 に注 目して、物理質量 ΣRに 対す るDS方 程式を書 き下ろす。

その後、解析的計算およびFORTRANに よる数値計算 を行いなが ら機構 の分析 を行 う。

のとき、

① ゲージボ ソンの真空偏極nと の連立方程式 になる。如何に、「適切な」近似 を行 っ

て解析す るか。

② 熱場(有 限温度の場)に おいては、通常用い られ る1adder近 似は良い近似 ではな

い。そ こで、硬熱ループ近似 をゲージボ ソンの伝播関数 とともに頂 点関数 にも用

いてDS方 程式の分析 を行 う。

などに注意 しなが ら、検討 を行 う必要がある。

硬熱ループ近似による頂点関数の計算が終了 し、上記 のDS方 程式 を書き下す作業 は終了

した。現在 、解析 的 な らびに数値 的解 析 を実行 中であ る。 特 に、数値 的解析 の た め、

FORTRANに よるプログラムを作成 し、計算 中である。数値解析 による、具体的な結論が

出るまでには至っていないが、今までの計算(い わゆるIE近 似 と呼ばれ る近似)に は問題

がある可能性が高いことが分かってきた。

① 京都大学基礎物理学研究所研究会 「熱場 の量子論 とその応用」(2000.8.28～30)に

て発表。その内容は、以下の研究会報告 に掲載。

笛木 ・中川 ・横 田 ・吉田:"Dyson・Schwinger方 程式 を用いたカイ ラル対称 性の 自発

的破れの分析(実 時間形式)",素 粒子論研 究103,A187～A194(2001).

② 京都大学基礎物理学研究所研 究会 「素粒子物理学の基礎 的諸問題 とその応用」

(2000.1220～22)に て発表。その内容 は、以下の研究会報告に掲載予定。

笛木 ・中川 ・横田 ・吉 田:"実 時間形式硬熱ループ近似 に基づ く非摂動計算:Dyson-

Schwinger方 程式を用いたカイラル対称性の破れの分析",素 粒子論研 究103(印

刷中)

③ 日本物理学会第56回 年次大会(2001.3.27～30:中 央大学多摩校舎)に て発表。

中川 ・横田 ・吉 田 ・笛木:"実 時間形式硬熱ループ近似 に基づ く非摂動計算:DS方

程式 を用いたカイ ラル対称性 の破れの分析"
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